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学校だより
『 認めて、褒めて、励まして、信じて、待って、見届ける 』

職員玄

関脇の
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☆ ☆ ☆ 家 読 の す す め ☆ ☆ ☆
まもなく弥生３月。少しずつですが春の訪れを感じる季節となってきました。

さて、本日発行のＰＴＡ広報誌せんだんの挨拶では、たくさんある本校の良いところのうち、自由服登校

と２学期制、昇降口の靴の入れ方の３点を挙げました。紙面の都合上改善点は述べることができませでした

ので、ここに挙げさせていただきます。その一つとして考えられるのが読書量の少なさです。

１月に実施した全校生を対象とした学力テストでは、『国語の読む能力』が全国平均を上回ったのは１つ

の学年のみで、全校平均は全国平均より１２％低く、１番できなかった学年は２５％も低いという結果でし

た。『国語の読む能力』が落ち込んでいることは、４月に実施したとちぎっ子学習状況調査の結果から、県

教委の学力向上アドバイザーの戸田先生からも指摘されていました。また、学力テストや普段の単元別のテ

ストを見ていても、文章が長いだけでパスしている子供もいるし、国語以外でも問題の意味がよくわからな

いために、ポイントのずれた答えを書いている子供もいます。これらの傾向は、私たち教師の指導の至らな

さも原因の一つであると深く反省しています。

そこで、その打開策の一つとして、読書量を増やし子供たちの感性を磨くとともに読む能力を高めること

を目的に、来年度から『家読（うちどく）』を本格的に進めていこうと考えています。家読の基本は、『時間

は２０分～３０分。家のテレビはすべて消す。誰もスマホやパソコンはやらない。家族も一緒に本を読む』

の４点です。また、読書の方法は『家族がそれぞれ本を読む。同じ本を交代で読む。子供が読んでいるのを

聞く。子供に読んで聞かせる』などいろいろありますが、いずれにしても各御家庭の（両親が不在の時には

祖父母でも可）の協力が必要となってきます。なお、その日は宿題はなしにする予定です。もっと

取り組める御家庭は読書の時間を増やしてもいいし、自主学習でもかまいません。

後日、詳細を書いた手紙を出しますので、趣旨への賛否や御意見・御要望等がござい

ましたら御記入ください。よろしくお願いいたします。

鼓笛隊引継ぎ式

９日（月）全校生が見守る中、鼓笛隊引継ぎ式を行いました。

初めに４・５・６年生が入場しながら演奏を行った後、指揮者の６年生の伊澤さんより指揮丈の返還とお礼の

言葉がありました。その後、新しい指揮者になった５年生の田口さんへ指揮丈を渡し、６年生が正面で見守る

中、新しく結成された３・４・５年生による演奏を行いました。

冬休みを挟んで、６年生から新しいパートの手ほどきを受けた下級生たちは一生懸命練習に励み、この日を

迎えました。演奏が無事終わると、下級生もまた指導した６年生も安堵の表情を浮かべていました。

今後は秋の運動会に向けて、更なるレベルアップを図っていく予定です。晴れの舞台を御期待ください。

６年生は最後の演奏となりました。
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長縄跳び大会
１８日（水）ふれあい生活班対抗による長縄跳び大会を行いました。体力作りを目指した業間活動「太陽の

時間」などを使って、それぞれの班が練習に励んできました。班ごとにどうやったらたくさんの回数を跳べる

のかを相談し、本番に臨みました。

途中で引っかかっても良しとし、

３分間を２回跳んで合計した回数

で競い合いました。最高は３３８

回跳んだ４班でした。

また、低・高学年別で、個人ご

との短なわによる対抗なわとび選

手権も行いました。

体力作りばかりではなく、お互

いに励ましたり協力したりするこ

とも学べました。

１月２９日（木）５年生 ４日（水）ク

が、下野市社会福祉協議会 リーン作戦を実

の協力を得て福祉体験を行 施しました。

いました。 子供たちは登

視野が狭くなるアイマス 校しながら、道

クや手足が動かしにくくな 端に落ちている

る装具を付けて、階段を上 ペットボトルや

ったりビンの中身を取り出 空き缶、紙ゴミ

したりしました。また、車 などを買い物袋に拾ってきました。集まったゴミは

いすでは段差のあるところを押したりしました。 運動委員会の子供たちが分別していました。

子供たちはこれらの経験を通じて、高齢者などに親 小さな取り組みですが、子供たちの手で地域が少

切にしようという気持ちが高まりました。 しずつきれいになっています。

１７日（火）３年生が社会科見学で下野警察署に行 ２５日（水）の自学の時間、第２ホールにおいて、

きました。警察署の仕事の話をビデオを見ながら聞い ２年生から６年生までが同じ問題を使って、速く・

たり、特別な粉を使った指紋採集の仕方を見たりしま 正確にを目標に、かけ算九九の百マス計算の大会を

した。また、パトカーに積んでいるものを見せてもら 行いました。また、１年生は５０問の足し算

ったりもしました。 の計算で参加しました。

合図とともに全校生が一心不乱に計算に取り組み、

鉛筆の音しか聞こえないという緊張した雰囲気とな

りました。

給食の時間に

学年のトップと

全校でのベスト

テンを発表しま

した。

☆☆☆受賞おめでとうございます☆☆☆ 『いじめをノックアウト』を展開中
◎グリムの里新春書き初め大会 ① ６年生が各クラスに出向いて、「いじめをなくすには、

栃木県高等学校ＰＴＡ連合会長賞及び呉竹賞 これからどうしていくか。」を考えてもらいました。

３年 海老原さん ちなみに６年生の考えは『勇気を出そう。友達を知ろう。

下野新聞社賞及び下野市書道連盟会長賞 いっぱい話そう。』です。

２年 伊澤さん ② ＮＨＫいじめを考えるキャンペーン『１００万人の行

上三川町教育委員会教育長賞 動宣言』において、各自が考えたことを応募します。

２年 泉田さん ※ みんなでいじめのない学校にしていきましょう ※

見事優勝した４班のメンバー




